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リートデュオ

〈プログラム〉

バリトン 藤村 匡人
ピアノ 長谷 智子

J. ブラームス

歌曲集『美しいマゲローネのロマンス』

作品33（全15曲）

第219回はバリトンの藤村匡人氏、ピアノの長谷智子氏をお迎えして、リートデュオリサイタルを

行いました。プログラムはブラームスの若い頃の作品『美しいマゲローネのロマンス』でした。

これは、18～19世紀初頭に活躍したドイツの劇作家ティークが、古くからヨーロッパに伝わる「美

しいマゲローネ」という民話を元に小説を書き、これに含まれる15の詩にブラームスが曲を付けた

ものです。人生経験を積む旅に出た南フランスの若き騎士ペーターと、ナポリの王女マゲローネの

恋物語です。演奏前に詳しく解説をしてくださったこともあり、とても艶やかで美しい歌声と情感

溢れるピアノが繰り広げる物語の世界に引き込まれました。CD等以外ではあまり耳にすることので

きない曲を聴けた貴重な演奏会となりました。

・若きブラームスの息吹の感じられる素晴らしい

熱演でした。言葉も明確で感情や内容が大変良く
伝わってきました。ピアノも心情や情景を豊か
に表現し、アンサンブルとしても素晴らしかっ
たです。バランスも絶妙でした。演奏前のお話
も適確で心の準備をして聴くことができました。

・会場全体が楽器になったようなダイナミックな

響きを、楽器の中で聴いているような満足感、
サロンならではでした。通しでの演奏、ご苦労
様でした。

・言葉はわかりませんが、身体にひびいてくるも
のがあり、ゆったりとした気分になります。
音楽の力を感じました。心が安らぎました。


